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自
然
農
法
の
種
子
に
自
家
採
種
で
き
る

　
　
　
　
　
　
秋
ど
り
ダ
イ
コ
ン
が
新
登
場

研
究
部

育
種
の
経
緯

　

自
然
農
法
種
子
は
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト

を
は
じ
め
と
し
た
果
菜
類
に
つ
い
て
特
色

あ
る
品
種
が
多
数
あ
り
、
自
然
農
法
実
施

者
や
家
庭
菜
園
に
取
り
組
む
多
く
の
方
に

利
用
頂
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
秋
野
菜
は

品
種
が
少
な
く
、
ニ
ン
ジ
ン
「
筑
摩
野
五

寸
」
の
よ
う
な
つ
く
り
や
す
く
、
品
質
の

良
い
ダ
イ
コ
ン
品
種
へ
の
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
育
種
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

日
本
に
お
け
る
ダ
イ
コ
ン
栽
培
の
歴
史

は
長
く
、
育
種
素
材
に
用
い
た
宮
重
大
根

は
千
年
以
上
前
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
域
の
気

候
風
土
に
適
し
た
地
方
品
種
（
地
大
根
）

が
１
０
０
種
以
上
も
あ
る
と
言
わ
れ
、
自

家
採
種
し
て
楽
し
む
に
は
も
っ
て
こ
い
の

作
物
で
す
。
ダ
イ
コ
ン
は
収
穫
す
る
部
分

が
土
に
直
接
触
れ
る
た
め
、
土
壌
環
境
の

影
響
を
直
接
受
け
や
す
く
、
自
分
の
畑
で

良
く
育
っ
た
も
の
を
選
べ
ば
良
い
の
で
、

選
抜
が
簡
単
で
あ
り
、
自
家
採
種
を
繰
り

返
す
こ
と
で
自
分
の
畑
に
合
わ
せ
や
す
い

作
物
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
土
の
力
を
引
き
出
し
て
育
つ

能
力
が
高
ま
る
よ
う
に
、
有
機
肥
料
を
使

用
せ
ず
緑
肥
す
き
込
み
の
み
の
無
肥
料
栽

培
で
十
分
に
育
つ
も
の
を
選
抜
し
、
か
つ

自
家
採
種
で
き
る
品
種
と
し
た
も
の
が
今

回
紹
介
す
る
「
ふ
じ
宮
重
」
で
す
。
ウ
イ

ル
ス
病
に
耐
病
性
を
持
つ
市
販
の
青
首
ダ

イ
コ
ン
や
宮
重
系
固
定
種
を
交
雑
さ
せ
た

も
の
を
素
材
と
し
、
富
士
山
麓
の
火
山
灰

土
壌
に
て
数
年
間
の
選
抜
・
採
種
を
繰
り

返
し
て
育
成
し
た
固
定
種
で
す
。

ふ
じ
宮
重
の
特
徴

　

収
穫
適
期
は
、
従
来
の
宮
重
総
太
り
等

に
比
べ
て
遅
く
、
播
種
後
75
～
80
日
（
写

真
１
）、
作
土
の
深
い
火
山
灰
土
壌
に
適

し
、
根
長
35‌

cm
前
後
で
、
空
洞
症
等
の

生
理
障
害
（
写
真
２
・
表
１
）
や
カ
ブ
モ

ザ
イ
ク
ウ
イ
ル
ス
に
強
く
栽
培
し
や
す
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。
食
味
は
甘
さ
と
香
気

に
富
み
、
緻
密
な
肉
質
で
煮
く
ず
れ
し
に

く
く
、
汁
の
実
や
煮
炊
き
、
漬
け
物
な
ど

で
美
味
し
く
、
大
根
お
ろ
し
は
甘
い
が
辛

味
も
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
じ
宮
重
の
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

①
図
１
の
作
型
図
に
あ
る
よ
う
に
、
秋
ま

き
栽
培
に
適
し
て
い
ま
す
。
通
常
の

大
根
栽
培
と
同
じ
で
か
ま
い
ま
せ
ん

が
、
草
勢
が
強
い
た
め
、
熟
畑
で
は

無
施
肥
や
少
肥
（
ボ
カ
シ
Ⅱ
型
50
～

１
０
０
ｇ
／
㎡
程
度
）
で
良
い
で
し
ょ

う
。
収
穫
適
期
は
、
従
来
の
宮
重
総

太
り
等
に
比
べ
て
遅
く
、
播
種
後
75

～
80
日
程
度
で
す
の
で
、
慌
て
ず
に

収
穫
し
て
下
さ
い
。

②
火
山
灰
土
壌
で
の
栽
培
に
適
し
ま
す
。

砂
地
や
粘
土
質
土
壌
で
は
、
草
勢
や

根
長
、
ひ
げ
根
の
出
や
す
さ
が
ば
ら

つ
く
傾
向
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要

（
写
真
３
）
で
す
が
、
自
家
採
種
を
繰

り
返
し
、
自
分
の
圃
場
環
境
に
合
う 自家採種もできる新品種「ふじ宮重」
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も
の
を
選
抜
す
る
こ
と
も
お
も
し
ろ

い
と
思
い
ま
す
。

自
家
採
種
の
ポ
イ
ン
ト

①
自
分
の
畑
に
あ
っ
た
個
体
を
選
抜
す

る
た
め
に
は
、
播
種
適
期
の
後
半
に
、

30‌

cm
株
間
で
１
穴
に
８
～
10
粒
ほ
ど

ま
き
、
双
葉
展
開
時
に
生
育
の
良
い

も
の
を
５
本
選
抜
し
、
本
葉
３
～
４

枚
で
３
本
、
本
葉
５
～
６
枚
時
に
１

本
立
ち
さ
せ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

②
自
家
採
種
を
す
る
際
は
揃
い
を
確
認
す

る
た
め
に
、
極
端
に
細
い
個
体
や
短

い
個
体
を
避
け
、
ひ
げ
根
や
病
虫
害

が
少
な
く
、
根
長
の
揃
い
が
良
く
中

庸
な
個
体
を
最
低
20
株
ほ
ど
選
抜
し

て
、
１
列
（
株
間
40
～
50‌

cm
）
に
植

え
直
し
ま
す
。
春
の
花
芽
が
出
て
く

る
前
ま
で
に
キ
ュ
ウ
リ
ア
ー
チ
等
を

た
て
防
虫
ネ
ッ
ト
等
で
覆
い
、
虫
に

よ
る
交
雑
を
避
け
て
下
さ
い
。
風
に

よ
っ
て
近
く
の
株
か
ら
花
粉
が
運
ば

れ
受
粉
し
採
種
で
き
ま
す
が
、
花
が

咲
い
て
い
る
と
き
に
、
細
く
柔
ら
か

い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
繊
維
で
で
き
た
ハ

タ
キ
で
花
茎
を
撫
で
る
と
よ
り
確
実

に
受
粉
し
、
採
取
量
が
安
定
し
ま
す
。

詳
し
く
は
「
自
家
採
種
入
門
（
農
文

協
）」
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

品種
収穫時期（播種後日数）

60 日 65 日 70 日 75 日 80 日 85 日

少肥区

耐病総太り 5 5 10 10 40 45

ふじ宮重 10 0 0 0 0 15

宮重大長 5 0 10 20 15 50

標準区

耐病総太り 10 5 0 10 5 35

ふじ宮重 0 10 10 5 5 25

宮重大長 5 10 5 10 10 55

表１　空洞症の発生割合（％）の比較（2012 年度）

写真３　粘土質土壌で栽培し、細長いも
　　　　のと太く短いものに分かれた例

図１　ふじ宮重の作型図
写真２　空洞症発生の様子（2011 年度  塩尻市圃場）

調査本数：各品種 20 本

播
種
後 

60
日

播
種
後 

85
日

耐病総太り 宮重大長ふじ宮重

写真１　耐病総太り・宮重大長とふじ宮重の生育比較（播種後 85 日で耐病総太りと同程度の大きさになる）

耐病総太り ふじ宮重 総太り宮重


